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多次元信号・画像処理研究室
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スパースモデリングによる高次元信号復元 
～ センシングデータのクリーン化技術 ～

●キーワード● ノイズ除去、ボケ除去、超解像、圧縮センシング、信号推定

　劣悪な環境下で取得されるセンシングデータの復元
や推定の問題解決に取り組んでいます．特に，画像やボ
リュームデータなど高次元信号を対象とした信号処理
の理論，アルゴリズム，実現技術の研究を行っています．
信号処理はセンサの物理的な限界を補う役割を果たし
ます．観測信号が劣化していたとしても，コンピュータ
処理により，重要な情報を抽出できる可能性がありま
す．
　本研究室では信号の分析と合成に関する知識と技術
を核として数多くの共同研究プロジェクトに貢献して
います．例えば，車載ミリ波レーダによる障害物検出，河
面計測からの河床状態の推定，内耳感覚上皮の断層撮
像，皮膚疾患の画像診断支援などです．上記のとおり応
用は多岐に渡ります．
　高次元信号の復元や推定は，観測信号を既知，原信号
を未知とした数百万以上の連立方程式を解く問題です．
通常は，解（原信号）を一意に求められない不良設定問題
となります．そこで，事前知識を利用して信号生成モデ
ルや観測過程モデル，制約条件を導入し，最適化処理に
よりその解に迫ります．この一手法にスパースモデリン
グがあります．もし，訓練データを利用できればモデル
の構築に機械学習を利用できます．センサ装置のコスト
削減や小型化なども期待できます．

Multidimensional Nonseparable Oversampled Lapped Transforms: Theory and Design （DOI:10.1109/TSP.2016.2633240）
画像変換装置、画像変換方法、及び画像変換プログラム（特許第6066280号）
識別装置、識別方法及び識別処理プログラム（特許第5112454号）

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

・劣悪な環境下でセンシングされた画像やボリュー
ムデータなどの復元処理ができます

・状況に適した制約条件の考慮や機械学習の利用に
ついても相談に応じます

・産業界では，製品検査，映像分析，医療画像処理な
どのつながりに期待します

・自治体などでは，防災・防犯，環境モニタリングな
どのつながりに期待します

関連する知的財産
論文 等

スパースモデリングと信号復元

信号生成モデルとしての画像変換

専門分野 信号処理、機械学習、画像情報処理、メディア工学、社会・安全システム科学三俣研究室

自然科学系 准教授

三俣  哲  MITSUMATA Tetsu http://mitsumat.eng.
niigata-u.ac.jp/index.html

高分子フィルムの電気抵抗率に及ぼす吸水の影響 
～ バイオプラスチックの応用を目指して ～

●キーワード● スーパーエンプラ、力学強度、耐熱性、電気絶縁性、耐薬品性

　石油などの枯渇する化石資源を使わないために再生
可能な生物資源から作られる高分子材料、バイオベース
ポリマーの開発は必要不可欠です。 バイオプラスチッ
クにはトウモロコシ由来のポリ乳酸などがよく知られ
ていますが、耐熱性に乏しいため応用範囲が限られてい
ます。
　当研究室では、北陸先端大の金子先生、筑波大の高谷
先生、神戸大の川口先生と共同で耐熱性に優れたバイオ
プラスチックの研究を進めています。このプラスチック
はガラス転移温度が350℃以上と高いこと、透明性が高
いことが特徴です。 
　当研究室では電気抵抗率測定、絶縁破壊電圧測定に
よりこのプラスチックの電気絶縁性を評価していま
す。バイオで得られたプラスチック（バイオポリイミド）
が石油由来のものと同程度の高い電気絶縁性を示すこ
とを世界で初めて示しました。透明性が石油由来のポ
リイミドよりも高いため、電気絶縁性、耐熱性に優れた
バイオポリイミドはフレキシブル太陽電池やディスプ
レイへの応用が期待されています。バイオポリイミド
にITOの導電層を付与し、高温熱処理することで表面抵
抗104Ω/□の電極が得られています。

・Stepwise copolymerization of polybenzimidazole for a low dielectric constant and ultrahigh heat  
   resistance RSC Advanes, 12(19), 11885-11895 (2022)
・Orientation Analysis of Polymer Chains in Optically Transparent Biopolyimides  Having Rigid and
   Bending Backbones Chemistryselect, 6(25), 6525-6532 (2021)

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　環境負荷の小さい高分子材料の開発、高効率な応
用材料の開発を目指しています。材料そのものの持
つ特性を活かすこと、材料の複合化により新たな物
性を付与することに挑戦している。

・新規バイオプラスチックの開発分野
・バイオプラスチックの応用分野

関連する知的財産
論文 等

石油由来のポリイミド

トウモロコシ由来のバイオポリイミド
高い透明性を示す

専門分野 高分子物性、バイオプラスチック、天然高分子、刺激応答性材料、電磁気物性

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 3-12-27


